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『名画猟精録』の性格とその価値（岡村）

洋
文
庫
蔵
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、

（
九
世
紀
の
人
）
に
指
を
屈
す
る
こ
と
に
恐
ら
く
異
論
は
出
な
い
で
あ
ろ
う
。

『
歴
代
名
画
記
』
十
巻
の
著
者
と
し
て
、
ま
た
千
古
不
磨
の
書
論
集
成
『
法
書
要
録
』
十
巻
の
編
者
と
し
て
、
そ
の
名
声
を
斯
界
に
と
ど

れ
が
、

こ
の
『
歴
代
名
画
記
』
『
法
書
要
録
』
と
い
う
代
表
的
な
編
著
の
ほ
か
に
、

こ
れ
か
ら
本
論
で
取
り
上
げ
よ
う
と
す
る
『
名
画
猟
精
録
』
で
あ
る
。

こ
の
『
名
画
猟
精
録
』
と
い
う
書
物
は
、
そ
の
書
名
が
示
す
よ
う
に
、
古
今
の
名
画
の
中
で
そ
の
精
粋
を
渉
猟
し
た
結
果
の
覚
え
書
き

で
あ
る
が
、
現
存
本
の
体
裁
は
、

上
中
下
三
巻
か
ら
成
り
、
「
唐
の
主
客
員
外
郎
（
儀
典
長
補
佐
）
張
彦
遠
撰
」
と
銘
打
っ
て
、

功
恵
が
編
集
し
た
『
碧
琳
浪
館
叢
書
』
丙
部
（
京
大
人
文
科
学
研
究
所
蔵
）
、

お
よ
び
民
国
の
黄
肇
祈
が
編
集
し
た
『
芋
園
叢
書
』
子
部
（
東

前
者
の
『
碧
琳
浪
館
叢
書
』
は
、
蔵
書
愛
好
家
の
方
功
恵
が
、

ど
顧
み
ら
れ
な
か
っ
た
書
物
で
は
あ
る
が
、
さ
ら
に
も
う
一
っ
‘

広
東
在
任
中
の
宣
統
元

清
末
の
方

『
歴
代
名
画
記
」
と
極
め
て
関
係
の
深
い
著
述
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
そ

ろ
か
せ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
張
彦
遠
に
は
、

従
来
ほ
と
ん

ま
こ
と
に
張
彦
遠
は
、

中
国
最
初
の
本
格
的
な
絵
画
史
論

中
国
美
術
の
長
い
歴
史
の
上
で
、

そ
の
研
究
に
最
も
顕
著
な
業
績
を
の
こ
し
た
功
労
者
を
あ
げ
る
と
す
れ
ば
、

『
名
画
猟
精
録
』

の
性
格
と
そ
の
価
値

岡

村

ま
ず
暦
末
の
張
彦
遠

繁
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て
あ
り
得
な
い
。
（
二
六
六
頁
）

宣
和
画
譜

年
（
一
九
0
九
）
、
そ
の
珍
蔵
書
四
十
四
種
を
選
ん
で
自
家
出
版
し
た
も
の
で
あ
り
、
後
者
の
『
芋
園
叢
書
』
は
、
南
海
の
愛
書
家
黄
肇
祈

が
、
前
者
の
方
功
恵
輯
「
碧
琳
浪
館
叢
書
」
の
原
版
と
、
清
末
の
混
兆
年
輯
『
翠
浪
紆
館
叢
書
」
の
原
版
と
を
入
手
し
、
民
国
二
十
四
年

（
一
九
三
五
）
、
こ
の
両
叢
書
の
旧
版
を
合
し
て
、
合
計
一
百
三
十
一
種
の
稀
競
書
を
再
出
版
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
「
芋
園
叢
書
』

所
収
の
『
名
画
猟
精
録
」
三
巻
は
、
「
碧
琳
浪
館
叢
書
』
所
収
本
と
全
く
同
版
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
従
来
、
こ
の
『
名
画
猟
精
録
』
に
対
す
る
学
界
の
評
価
は
、
私
の
見
る
と
こ
ろ
不
当
に
低
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
堂
谷
憲
勇
氏
の
『
支
那
美
術
史
論
』
（
京
都
、
桑
名
文
星
堂
刊
、
昭
和
十
九
年
）
は
、

で
、
こ
の
書
に
言
及
し
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

そ
の
所
収
論
文
「
歴
代
名
画
記
論
孜
」
の
中

名
画
猟
精
録
に
侠
し
歴
代
名
画
記
に
載
録
あ
る
も
の
を
記
せ
ば
、
歴
朝
の
目
に
お
い
て
南
斉
・
陳
・
後
魏
の
三
朝
が
あ
り
、
又
猟
精

録
の
中
巻
に
相
当
す
る
唐
朝
の
部
分
が
名
画
記
に
は
上
下
を
分
っ
て
第
九
第
十
の
二
巻
に
配
せ
ら
れ
る
の
相
違
が
認
め
ら
れ
、
両
者

の
比
較
に
お
い
て
（
張
彦
遠
撰
歴
代
名
画
記
第
三
巻
ま
で
）
叙
画
之
源
流
、
叙
画
之
興
廃
、
論
画
山
水
樹
石
（
以
上
名
画
記
第
一
巻
の
内
）
、

論
伝
授
南
北
時
代
、
論
名
価
品
第
（
以
上
同
第
二
巻
の
内
）
、
叙
自
古
跛
尾
押
署
、
叙
自
古
公
私
印
記
、
記
両
京
外
州
寺
観
画
壁
（
以
上

同
第
三
巻
の
内
）
の
数
項
が
猟
精
録
に
失
落
し
て
い
る
部
分
た
る
こ
と
を
知
る
。
伍
っ
て
こ
れ
を
仮
称
す
れ
ば
歴
代
名
画
記
の
広
本

に
対
し
て
此
書
は
宛
然
粗
悪
な
る
略
本
の
位
置
に
立
つ
も
の
、
書
中
文
辞
の
省
略
異
同
甚
し
く
、
現
に
論
装
楕
槻
軸
の
条
の
如
き
は

「
自
昔
環
躙
録
代
已
前
装
背
皆
不
佳
」
の
次
下
「
宋
時
疱
嘩
以
下
於
理
甚
暢
」
ま
で
を
失
っ
て
い
る
程
の
著
し
い
場
合
す
ら
も
見
受

け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
は
之
れ
後
人
率
爾
の
抄
出
に
成
れ
る
も
の
か
、
単
に
転
写
の
訛
と
い
う
様
な
程
度
の
も
の
で
は
断
じ

ま
た
、

田
中
豊
蔵
氏
の
『
中
国
美
術
の
研
究
』
（
東
京
、
二
玄
社
刊
、
昭
和
三
十
九
年
）
も
、
そ
の
所
収
論
文
「
歴
代
名
画
記
、

の
事
ど
も
」
の
附
記
に
お
い
て
、
か
な
り
不
明
快
な
文
脈
な
が
ら
、
と
に
か
く
堂
谷
氏
の
所
説
に
賛
同
し
て
、

張
彦
遠
著
、
名
画
猟
精
録
は
、
堂
谷
君
も
い
う
如
く
、
名
画
記
の
略
本
と
見
る
べ
き
も
の
で
、
余
も
嘗
て
碧
琳
浪
館
叢
書
中
の
も
の

（文160)874 



『名画猟精録』の性格とその価値（岡村）

を
一
閲
し
た
が
、
今
手
許
に
は
説
郭
の
略
抄
本
よ
り
外
に
な
い
か
ら
、
参
考
し
難
く
、
故
ら
に
之
に
触
れ
な
い
よ
う
に
し
た
。
宋
人

編
纂
の
目
録
書
類
を
通
閲
す
る
に
、
名
画
記
を
載
せ
る
も
の
は
猟
精
を
載
せ
ず
（
唐
書
芸
文
志
、
崇
文
総
目
、
直
斎
書
録
解
題
、
宋
史
芸
文

猟
精
を
載
せ
る
も
の
は
名
画
記
を
載
せ
ず
（
郡
斎
読
書
志
）
、

く
、
又
郡
斎
読
書
志
の
如
き
は
適
ミ
略
本
し
か
得
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
で
あ
ろ
う
し
、
以
て
略
ぽ
同
本
広
略
の
関
係
も
窺
え
る
の
で

あ
る
が
、
又
二
書
を
併
載
す
る
も
の
（
遂
初
堂
書
目
、
通
志
、
文
献
通
考
。
但
し
文
献
通
考
は
已
存
の
書
目
に
拠
っ
て
著
録
し
た
に
過
ぎ
ぬ
）
も

あ
り
、
殊
に
図
画
見
聞
志
が
斯
道
の
専
著
で
あ
り
な
が
ら
、
張
彦
遠
の
歴
代
名
画
記
の
外
に
、
無
名
氏
の
名
画
猟
精
録
を
著
録
し
て

い
る
の
は
、
現
存
の
猟
精
録
の
内
容
の
み
か
ら
は
解
し
難
い
。
（
一
五
三
頁
）

本
論
は
、
さ
き
に
私
が
発
表
し
た
「
張
彦
遠
『
歴
代
名
画
記
』
の
撰
述
過
程
」
（
『
目
加
田
誠
博
士
古
稀
記
念
中
国
文
学
論
集
』
所
収
。
東
京
、

龍
浚
書
舎
刊
、
昭
和
四
十
九
年
）
と
相
侯
っ
て
、
『
名
画
猟
精
録
』
が
、

な
く
、
ま
た
後
人
率
爾
の
抄
本
で
も
な
か
っ
た
こ
と
を
論
証
し
、
も
っ
て
『
名
画
猟
精
録
』
の
価
値
を
改
め
て
見
直
そ
う
と
す
る
も
の
で

『
名
画
猟
精
録
』
と
い
う
書
名
は
、
す
で
に
宋
人
の
著
述
に
見
え
る
。
す
な
わ
ち
、

若
虚
が
撰
し
た
絵
画
史
論
『
図
画
見
聞
志
」
六
巻
で
あ
っ
て
、
そ
の
巻
一
の
冒
頭
に
収
め
ら
れ
た
「
叙
諸
家
文
字
」
篇
に
は
、
当
時
ま
で

の
歴
代
画
論
三
十
家
を
ほ
ぽ
時
代
順
に
列
挙
し
て
次
の
ご
と
く
い
う
。

自
古
及
近
代
、
紀
評
画
筆
、

名
画
集
麟
嗜

あ
る
。

と
い
っ
て
い
る
。

文
字
非
一
、

古
画
品
録
疇
赫

そ
の
最
初
の
も
の
は
、
周
知
の
ご
と
く
北
宋
の
郭

難
悉
具
載
。
聯
以
其
所
見
聞
篇
目
次
之
、
凡
三
十
家
。

装

馬

譜

尋

疇

昭

公

録

鱈

虹

僧

縣

録

賛

画

説

文

賛

述
画
記
麟
繍

決
し
て
従
来
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
『
歴
代
名
画
記
』
の
略
本
で
は

志）、

蓋
し
巳
に
広
本
を
載
せ
た
か
ら
に
は
、

略
本
を
載
せ
る
必
要
な

875 (文161)



梁

時

北

斉

時

後

魏

時

陳

時

後

周

時

隋

時

巻
上
（
歴
代
画
工
小
伝
）

軒

帳

時

周

時

斉

時

秦

時

漠

時

後

漠

時

魏

時

呉

時

蜀

時

晋

時

宋

時

南

斉

時

て
い
る
。

名
姓
」
を
記
述
し
、

部
（
雑
芸
術
類
）
に
は
、

遅
れ
て
張
彦
遠
撰
『
歴
代
名
画
記
』
を
あ
げ
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、

画
拾
遺
録
嗜

郭
若
虚
は
、
『
名
画
猟
精
録
」
を
唐
代
の
「
亡
名
氏
」
撰
と
し
て
第
十
一
番
目
に
あ
げ
、

だ
と
す
る
と
、

が
そ
れ
ぞ
れ
撰
者
を
異
に
し
、

と
こ
ろ
か
、

え
て
い
る
。
そ
こ
で
、

か
つ
制
作
時
期
も
幾
分
前
後
す
る
も
の
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
の
次
に
こ
の
書
名
が
見
え
る
の
は
、
南
宋
の
暴
公
武
が
撰
し
た
書
籍
目
録
『
郡
斎
読
書
志
』
四
巻
で
あ
る
が
、
そ
の
子

『
名
画
猟
精
』
六
巻
。
右
、
唐
張
彦
遠
纂
。
記
歴
代
画
工
名
姓
、
自
「
史
皇
」
以
降
至
居
朝
。
及
論
画
法
、
並
装
背
櫃
軸
之
式
・
鑑

別
閲
玩
之
方
。

と
記
録
し
て
、
初
め
て
こ
の
書
の
撰
者
を
「
唐
の
張
彦
遠
」
と
断
定
し
、
巻
数
を
「
六
巻
」
と
明
示
し
た
。
の
み
な
ら
ず
、
簡
略
な
が
ら

こ
の
書
の
編
次
な
い
し
内
容
を
も
紹
介
し
て
、

こ
の
書
が
、
ま
ず
上
古
の
「
史
皇
」
よ
り
当
時
の
「
唐
朝
」
に
至
る
ま
で
の
「
歴
代
画
工

お

き

て

し

か

た

さ
ら
に
「
画
法
」
な
ら
び
に
「
装
背
楓
軸
の
式
」
「
鑑
別
閲
玩
の
方
」
な
ど
の
画
論
に
ま
で
及
ん
で
い
た
こ
と
を
伝

い
ま
参
考
ま
で
に
、
現
存
の
『
名
画
猟
精
録
』
三
巻
本
に
よ
っ
て
、

そ
の
編
次
を
紹
介
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
っ

明
ら
か
に
彼
は
、
『
名
画
猟
精
録
』
と
『
歴
代
名
画
記
』
の
両
書

そ
れ
よ
り
更
に
十
家
ほ
ど

（
以
下
略
）

o

o

o

o

o
平
謳
ヰ
彦

歴
代
名
画
記
遠
撰

顧
況
撰

画
評

張
燥
撰

絵
境

続

画

評

嗜

公
私
画
録
麟
疇

両
山
水
録
鴫
碑
暉
唐
朝
名
画
録
鐸
鱈

続
画
品
録
麟
麟
後
画
品
録
麟
螂
彎
画
断
芦
”

李
嗣
真
撰

後
画
品
録

o

o

o

o

o

亡
名

名
画
猟
精
録
氏

雑
色
駿
騎
録
嗜

（文162)876 
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『名画猟精録』の性格とその価値（岡村）

一
致
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

後
部
の
第
四
巻
か
ら
第
十
巻
ま
で
に
歴
代
画
工
小
伝
を
列
載
し
て
い

存
本
の
そ
れ
と
お
お
む
ね
同
様
で
あ
り
、
特
に
「
論
装
背
懺
軸
」
篇
・

「
論
鑑
識
収
蔵
購
求
閲
玩
」
篇
の
配
列
順
序
は
、
両
本
が
完
全
に

論
鑑
識
収
蔵
購
求
閲
玩
（
『
郡
斎
読
書
志
』
に
も
見
え
る
。
）

論
装
背
擬
軸
（
『
郡
斎
読
書
志
』
に
も
見
え
る
。
）

論
画
体
工
用

巻
下
（
画
論
）

一
[
 

論
顧
陸
張
呉
用
筆

古
今
秘
画
珍
図

（
『
郡
斎
読
書
志
」
に
い
う
「
画
法
」
は
、
こ
の
三
篇
を
指
す
か
。
）

こ
の
編
次
に
よ
れ
ば
、
宋
人
所
見
の
六
巻
本
と
現
存
の
三
巻
本
と
は
、
巻
数
こ
そ
ち
が
っ
て
い
る
け
れ
ど
も
、
編
次
そ
の
も
の
は
、
両

本
お
お
む
ね
合
致
し
て
い
る
と
見
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
ま
ず
第
一
に
、
全
巻
の
大
ま
か
な
部
立
て
に
つ
い
て
両
本
を
比

較
し
た
場
合
、
現
存
の
三
巻
本
は
、
前
部
の
巻
上
・
巻
中
に
「
史
皇
」
以
下
「
唐
時
」
ま
で
の
歴
代
画
工
小
伝
を
列
載
し
、
後
部
の
巻
下

に
画
論
諸
篇
を
収
録
し
て
い
る
が
、

を
論
じ
、

こ
の
部
立
て
の
特
徴
は
、
晟
氏
所
見
の
六
巻
本
の
そ
れ
と
ほ
ぼ
完
全
に
合
致
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

つ
い
で
「
装
背
植
軸
の
式
」
「
鑑
別
閲
玩
の
方
」
を
論
じ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、

る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
第
二
に
は
、
後
部
の
画
論
部
分
だ
け
に
つ
い
て
両
本
を
比
較
し
て
み
て
も
、
麗
氏
所
見
本
は
、
最
初
に
「
画
法
」

こ
の
画
論
配
列
の
順
序
は
、

ち
な
み
に
、
こ
の
『
名
画
猟
精
録
』
の
編
次
と
『
歴
代
名
画
記
』
の
そ
れ
と
を
比
較
し
て
み
る
な
ら
ば
、
『
歴
代
名
画
記
』
の
編
次
は
、

ま
ず
前
部
の
第
一
巻
か
ら
第
三
巻
ま
で
に
画
論
諸
篇
を
収
録
し
、

論
画
六
法

唐
時

巻
中
（
同
じ
く
歴
代
画
工
小
伝
）

こ
れ
ま
た
現

877 (文163)



両
工
の
数
は
実
に
三
百
数
十
名
に
も
上
り
、

ほ
と
ん
ど
脱
落
し
た
画
工
が
な
さ
そ
う

そ
れ
に
関
連
し
て
、

記
」
と
は
正
反
対
の
様
相
を
呈
し
、

そ
し

「
綸
鑑
識
収
蔵
購
求
閲
玩
」
篇
を
第
二
巻
に
そ
れ
ぞ
れ
収
録
し
て
い
て
、

こ
の
よ
う
な
事
象
か
ら
考
え
る
と
、

の
み
な
ら
ず
、こ
の
点
も
『
名
画
猟
精
録
」
の
配
列
順
序
と
正
に
反
対
に
な
っ

む
し
ろ
宋
人
所
見
の
『
名
画
猟
精
録
」
と
そ
の
編
次
を
同
じ
く
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。

て
、
か
か
る
両
本
の
編
次
の
合
致
状
況
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
『
名
画
猟
精
録
』
現
存
本
は
、
細
部
の
異
同
は
と
も
か
く
、
大
筋
と
し
て
は
、

遠
く
宋
人
所
見
木
の
系
統
を
比
較
的
素
直
に
継
承
し
た
も
の
と
予
想
し
て
よ
さ
そ
う
で
あ
り
、
ま
た
、

度
ま
で
宋
人
所
見
本
の
全
容
を
類
推
す
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
か
と
期
待
さ
れ
る
。

私
が
関
心
を
持
た
ざ
る
を
得
な
い
現
象
は
、
『
名
画
猟
精
録
』
の
宋
人
所
見
本
が
六
巻
か
ら
な
り
、

ょ
う
ど
そ
の
半
分
の
三
巻
に
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
思
う
に
、
こ
う
し
た
巻
数
の
半
減
現
象
は
、
決
し
て
伝
写
の
過
程
で
の
大
幅
な

節
略
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
後
人
が
機
械
的
に
元
来
の
六
巻
を
二
巻
ず
つ
一
巻
に
ま
と
め
て
、
現
存
本
の
よ
う
な
一
二
巻
の
体
裁

に
し
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
疑
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
現
存
本
の
巻
上
・
巻
中
に
列
載
さ
れ
た
歴
代
画
工
小
伝
を
見
る
に
、
そ
の

略
の
な
い
全
文
を
収
録
し
て
い
る
の
に
、

『
歴
代
名
画
記
』
所
載
の
画
工
数
と
比
較
し
て
も
、

し
て
、
お
お
む
ね
本
来
の
ま
ま
の
形
態
を
存
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

の
み
な
ら
ず
、
特
に
現
存
木
の
巻
下
を
通
覧
し
た
場
合
、

こ
の
現
存
本
に
よ
っ
て
、
あ
る
程

こ
の
巻
に
収
載
さ
れ
た
画
論
六
篇
の
う
ち
、

現
存
本
が
ち

な
充
実
ぶ
り
を
呈
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
ま
た
現
存
本
巻
下
に
収
録
さ
れ
た
画
論
六
篇
に
し
て
も
、
臭
公
武
の
指
摘
し
た
内
容
か
ら
推

そ
の
五
篇
ま
で
が
ほ
と
ん
ど
省

た
だ
第
三
篇
目
の
「
論
画
体
工
用
」
篇
だ
け
に
限
っ
て
、
わ
ず
か
に
冒
頭
の
導
入
部
分
十
数
句

だ
け
を
載
せ
る
に
止
ま
り
、
以
下
の
主
要
部
分
が
す
っ
か
り
切
り
落
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
誰
が
見
て
も
甚
だ
不
自
然
な
形
態
で
あ

る
と
共
に
、
こ
れ
が
画
論
六
篇
の
う
ち
の
ち
ょ
う
ど
中
間
に
お
け
る
欠
落
現
象
で
あ
る
だ
け
に
、
私
に
は
看
過
で
き
な
い
事
象
で
あ
る
よ

て
い
る
。

『
名
画
猟
精
録
』
の
現
存
本
は
、

て
、
『
名
画
狐
精
録
」
の
編
次
と
全
く
反
対
に
な
っ
て
い
る
。

全
巻
の
基
本
的
な
組
み
立
て
に
お
い
て
、
す
で
に
『
歴
代
名
画

『
歴
代
名
画
記
』
は
、
「
論
装
背
観
軸
」
篇
を
第
三
巻
に
、
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「名画猟精録』の性格とその価値（岡村）

し
ろ
反
対
に
、

れ
ば
、

用
筆
」
「
論
画
体
工
用
」
三
篇
が
ま
と
ま
っ
た
一
巻
を
な
し
て
い
た
の
が
、

そ
の
巻
の
末
尾
の
部
分
が

ま
た
も
っ
て
『
名
画
猟
精
録
』
の
現
存
本

が
、
宋
人
所
見
本
と
同
様
、
元
来
は
六
巻
に
分
か
れ
て
い
た
こ
と
の
一
証
左
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

前
節
に
お
い
て
、
私
は
、
現
存
の
『
名
画
猟
精
録
』
三
巻
本
が
、
そ
の
基
本
的
な
大
わ
く
の
部
立
て
か
ら
見
た
場
合
、
『
歴
代
名
画
記
』

よ
り
も
む
し
ろ
宋
人
所
見
の
『
名
画
猟
精
録
』
六
巻
本
に
極
め
て
近
似
し
て
い
る
こ
と
を
一
応
な
が
ら
指
摘
し
た
。

歴
代
画
工
小
伝
の
部
分
と
画
論
諸
篇
の
部
分

今
か
り
に
、
『
名
画
猟
精
録
』
お
よ
び
『
歴
代
名
画
記
』
に
つ
い
て
、

と
を
そ
れ
ぞ
れ
別
々
に
比
較
し
て
み
る
と
、
わ
れ
わ
れ
は
、
両
書
の
間
に
認
め
ら
れ
る
顕
著
な
酷
似
性
に
今
更
の
ご
と
く
驚
か
さ
れ
る
。

若
干
の
出
入
を
除
け
ば
、

し
か
し
な
が
ら
、

す
な
わ
ち
、
『
歴
代
名
画
記
』
所
収
の
歴
代
画
工
三
百
七
十
余
人
は
、

そ
の
ま
ま
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
し
か
も
そ
の
小
伝
の
排
列
順
序
ま
で
両
書
お
お
む
ね
揆
を
一
に
し
、
さ
ら
に
は
各
画
工
の
小
伝
の
文

章
ま
で
合
致
す
る
と
こ
ろ
が
甚
だ
多
い
。
ま
た
一
方
、
画
論
諸
篇
に
し
て
も
、
篇
数
の
多
寡
や
編
次
の
前
後
は
と
も
か
く
、
両
書
が
共
通

し
て
載
録
す
る
画
論
六
篇
は
、

い
ず
れ
も
そ
の
篇
名
を
ほ
ぼ
完
全
に
同
じ
く
し
て
お
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
篇
の
文
章
ま
で
も
、
全
篇
に
わ
っ

て
両
者
一
致
す
る
と
こ
ろ
が
大
半
を
占
め
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
両
書
は
、
そ
の
撰
述
時
期
の
前
後
関
係
は
と
も
か
く
と
し
て
、

内
容
の
上
で
は
極
め
て
密
接
な
血
縁
関
係
に
あ
る
こ
と
を
認
め
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
問
題
は
『
名
画
猟
精
録
』
と
『
歴
代
名
画
記
』
と
の
前
後
関
係
で
あ
る
が
、
私
が
こ
の
両
書
を
比
較
検
討
し
た
結
果
に
よ

堂
谷
氏
や
田
中
氏
が
い
う
よ
う
に
、
『
名
画
猟
精
録
』
は
決
し
て
『
歴
代
名
画
記
』
か
ら
杜
撰
に
抄
出
し
た
も
の
で
は
な
く
、

『
歴
代
名
画
記
』
の
方
が
『
名
画
猟
精
録
』
を
下
敷
に
し
て
作
ら
れ
た
後
出
の
著
述
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。

以
下
、
む

そ
の
大
部
分
が
『
名
画
猟
精
録
』
に
も

欠
損
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
か
。

も
し
私
の
こ
の
推
定
が
不
当
な
も
の
で
な
い
と
す
れ
ば
、

こ
の
書
の
流
伝
過
程
に
お
い
て
、

う
に
思
わ
れ
る
。
推
測
す
る
と
こ
ろ
、
現
存
本
の
巻
下
は
、

も
と
も
と
二
巻
に
分
か
れ
て
い
て
、

前
半
の
「
論
画
六
法
」
「
論
顧
陸
張
呉

879 (文165)



諸
篇
を
ま
と
め
て
い
る
こ
と
。

例
証
を
あ
げ
な
が
ら
そ
の
事
を
論
証
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

ま
す
、
『
名
画
猟
粕
録
』
現
行
本
が
到
底
『
歴
代
名
圃
記
』
か
ら
の
抄
出
と
は
考
え
ら
れ
な
い
根
拠
と
し
て
は
、

あ
げ
ら
れ
る
。

工
小
伝
を
列
載
し
て
い
る
が
、

(

1

)

前
述
の
ご
と
く
『
歴
代
名
画
記
』
十
巻
の
部
立
て
は
、
前
部
の
三
巻
に
画
論
諸
篇
を
ま
と
め
て
収
録
し
、
後
部
の
七
巻
に
歴
代
画

こ
れ
に
反
し
て
『
名
両
猟
精
録
』
の
方
は
、
上
巻
・
中
巻
に
歴
代
回
エ
小
伝
を
列
載
し
、
下
巻
に
画
論

(

2

)

『
歴
代
名
画
記
」
の
画
工
小
伝
で
は
、
南
北
朝
時
代
の
王
朝
排
列
が
、
南
朝
の
宋
・
南
斉
・
梁
・
陳
と
、
北
朝
の
後
魏
・
北
斉
・
後

周
と
に
判
然
と
分
け
ら
れ
、
ま
た
南
朝
・
北
朝
そ
れ
ぞ
れ
の
王
朝
順
序
も
時
代
順
に
整
然
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
反
し
て
、

『
名
画
猟
粕
録
』
の
方
で
は
、
｛
木
・
南
斉
・
梁
・
北
斉
・
後
魏
・
陳
・
後
周
と
い
っ
た
ふ
う
に
、
南
北
の
王
朝
が
互
い
に
錯
綜
し
、

か
も
後
魏
と
北
斉
と
の
時
代
順
序
ま
で
転
倒
し
て
い
る
こ
と
。

(

3

)

『
歴
代
名
画
記
』
の
画
論
部
分
で
は
、

て
い
る
が
、

こ
れ
に
反
し
て
『
名
画
猟
精
録
』
で
は
、

こ
の
両
篇
の
排
列
順
序
が
前
後
入
れ
替
わ
っ
て
い
る
こ
と
。

(

4

)

画
工
小
伝
に
お
け
る
両
工
の
排
列
順
序
が
、
両
書
の
間
で
か
な
り
異
な
る
こ
と
。
こ
の
事
例
は
随
所
に
見
ら
れ
る
が
、
今
そ
の
極

端
な
一
例
を
あ
げ
る
と
、
『
歴
代
名
画
記
』
巻
八
（
隋
）
で
は
、
閻
砒
．
何
稲
・
劉
龍
・
劉
衰
．．．．．． 
陳
善
見
・
江
志
・
李
雅
・
王
仲
舒
．

闇
思
光
・
解
徐
．
程
瑣
．
尉
遅
跛
質
那
と
い
う
順
序
に
な
っ
て
い
る
の
に
、
『
名
画
猟
精
録
』
巻
上
（
隋
時
）
で
は
、

ん
ど
一
変
し
て
、
閥
砒
・
・
・
・
・
・
江
志
・
李
雅
・
陳
菩
見
・
閻
思
光
・
解
掠
．
程
瑾
・
尉
遅
跛
質
・
何
稲
・
劉
龍
・
劉
衰
と
い
う
順
序
に
な

っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
両
書
闇
の
排
列
順
序
の
異
同
は
、
侶
朝
の
画
工
小
伝
に
お
い
て
特
に
頻
繁
に
認
め
ら
れ
る
。

(

5

)

『
歴
代
名
画
記
』
に
は
全
く
見
当
ら
な
い
画
工
の
姓
名
が
、
か
え
っ
て
『
名
画
猟
粕
録
」
の
方
に
載
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ば
、
田
浄
心
・
高
鳳
・
劉
永
成
（
い
ず
れ
も
『
名
画
猟
精
録
』
巻
中
に
見
え
る
）
の
ご
と
き
が
そ
れ
で
あ
る
。

「
論
鑑
識
収
蔵
購
求
閲
玩
」
篇
か
第
二
巻
に
、
「
論
装
背
祇
軸
」

例
え

そ
の
排
列
が
ほ
と

篇
か
第
三
巻
に
配
置
さ
れ

次
の
よ
う
な
諸
点
がし
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『名画猟精録』の性格とその価値（岡村）

い
程
雅
、
善
雑
画
。
（
『
歴
代
名
画
記
』
巻
九
）

(
6
)
両
書
の
問
で
、
同
一
画
工
に
対
す
る
呼
称
が
異
な
る
こ
と
。
例
え
ば
、
『
歴
代
名
画
記
』
で
は
、
「
閻
立
徳
」
（
巻
九
）
・
「
楊
公
南
」

あ
ざ
な

そ
の
姓
名
で
は
な
く
、
特
に
世
間
で
知
ら
れ
た
字
を
用
い
て
標
記
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
の
に
、
『
名
画
猟

精
録
』
（
巻
中
）
で
は
、

こ
れ
を
一
律
に
「
閻
謙
」
「
楊
炎
」
と
い
っ
た
姓
名
で
標
記
し
て
い
る
。

(
7
)

画
工
の
姓
名
と
そ
の
世
系
を
標
記
す
る
場
合
、
両
書
の
間
で
記
載
順
序
が
反
対
に
な
っ
て
い
る
こ
と
。
例
え
ば
、
『
歴
代
名
画
記
』

で
は
、
毛
恵
秀
・
毛
稜
を
そ
れ
ぞ
れ
「
恵
遠
弟
恵
秀
」
「
恵
遠
子
稜
」
と
い
う
よ
う
に
（
い
ず
れ
も
「
南
斉
」
）
、

に
画
工
名
を
標
記
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
の
に
、
『
名
画
猟
精
録
』
の
方
で
は
、
こ
れ
と
反
対
に
「
毛
恵
秀
、
恵
遠
弟
也
」
「
毛
稜
、
恵

秀
子
也
」
と
い
う
よ
う
に
、
ま
ず
画
工
名
を
標
記
し
、
次
に
世
系
を
示
す
の
が
通
例
に
な
っ
て
い
る
。

(
8
)
両
書
の
文
章
を
比
較
し
た
場
合
、
同
一
画
工
の
評
伝
で
し
か
も
両
書
酷
似
し
た
表
現
で
あ
っ
て
も
、

入
れ
替
わ
り
が
多
く
認
め
ら
れ
る
こ
と
。
そ
の
一
例
を
あ
げ
れ
ば
、

王
熊
、
官
至
渾
州
都
督
。
…
…
善
湘
中
山
水
、
似
李
将
軍
。
（
『
歴
代
名
画
記
』
巻
十
）

王
熊
、
善
画
湘
中
山
水
、
似
李
将
軍
。
官
至
渾
州
都
督
。
（
『
名
画
猟
精
録
』
巻
中
）

の
ご
と
く
で
あ
る
。

(
9
)
同
一
画
工
の
評
伝
で
あ
り
な
が
ら
、
両
書
の
間
で
し
ば
し
ば
評
価
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
。
そ
の
一
例
を
あ
げ
る
と
次
の
よ
う
な

梁
広
、

も
の
が
あ
る
。

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

梁
広
、
エ
花
鳥
、
善
賦
彩
、
筆
跡
不
及
辺
鸞
。
（
『
歴
代
名
画
記
』
巻
十
）

工
画
花
〔
鳥
〕
、
善
於
賦
彩
、
精
神
甚
妙
。
（
『
名
画
猟
精
録
』
巻
中
）

(10)
『
歴
代
名
画
記
』
の
文
章
よ
り
も
、

ま
ず
世
系
を
示
し
、
次

そ
の
叙
述
の
順
序
に
前
後
の

却
っ
て
『
名
画
猟
精
録
』
の
文
章
の
方
が
詳
し
く
長
文
に
な
っ
て
い
る
事
例
が
、

画
工
の
評
伝
に
数
多
く
見
出
さ
れ
る
こ
と
。
今
、
比
較
的
短
文
の
例
だ
け
を
あ
げ
て
も
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

（
巻
十
）
と
い
う
よ
う
に
、

特
に
唐
代
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証
拠
を
並
べ
れ
ば
、
『
名
画
猟
精
録
』
が
、

0

0

0

0

 

程
雅
、
善
能
雑
画
、
自
得
真
趣
。
（
『
名
画
猟
精
録
」
巻
中
）

回
思
訓
弟
思
誨
、
…
…
善
丹
青
。
（
『
歴
代
名
画
記
」
巻
九
）

0

0

 

0
 
0
 

李
思
誨
、
思
訓
之
弟
也
。
…
…
善
丹
青
、
山
水
極
高
。
（
『
名
画
猟
精
録
』
巻
中
）

り
暢
贅
善
山
水
、
似
李
将
軍
。
（
「
歴
代
名
画
記
』
巻
九
）

暢
羹
善
画
山
水
川
沢
、
標
格
雅
致
、
似
李
将
軍
之
筆
跡
也
。

(
r名
画
猟
精
録
」
巻
中
）

日
董
好
子
、
善
人
物
。
（
「
歴
代
名
画
記
」
巻
九
）

0
 
0
 
0
 
0
 
0

0

 

董
好
子
、
善
画
人
物
、
士
女
甚
為
妍
麗
。
（
名
画
猟
精
録
」
巻
中
）

困
絞
弟
咲
、
性
雅
正
好
学
。
善
山
水
。
（
『
歴
代
名
画
記
」
巻
十
）

斉
映
、
映
之
弟
也
。
博
雅
正
直
。
好
画
山
水
、
林
木
川
流
人
物
、
甚
妙
。
（
『
名
画
猟
精
録
』
巻
中
）

付
拿
鑑
、
エ
龍
馬
、
妙
得
精
気
。
（
「
歴
代
名
画
記
』
巻
十
）

0
 
0
 
0
 
0
 

0
 
0
 
0

0

 

室
鑑
、
賦
性
聡
敏
、
エ
画
龍
馬
、
甚
得
精
気
、
世
為
竿
有
。
（
『
名
画
猟
精
録
」
巻
中
）

旧
沈
寧
、
亦
善
樹
石
山
水
、
有
格
律
。
（
「
歴
代
名
画
記
』
巻
十
）

0

0

 

0
 
0
 
0
 

沈
寧
、
善
樹
石
山
水
、
有
格
律
体
法
之
妙
也
。
（
『
名
画
猟
精
録
」
巻
中
）

例
手
錫
、
善
画
花
烏
及
鶏
。
（
『
歴
代
名
画
記
」
巻
十
）

0

0

 

0
 
0
 
0
 
0
 

手
錫
、
善
画
花
鳥
及
鶏
、
深
得
奥
妙
之
趣
。
（
『
名
画
猟
精
録
』
巻
中
）

凹
強
頴
、
善
水
鳥
。
（
『
歴
代
名
画
記
』
巻
十
）

0

0

 

0

0

 

0

0

0

 

0
 
0
 
0
 
0
 

0
 
0
 

強
頴
、
幼
而
読
書
、
有
才
学
。
長
於
丹
青
、
善
得
水
烏
之
訣
。
（
『
名
画
猟
精
録
』
巻
中
）

以
上
に
列
挙
し
た
各
条
項
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
例
を
詳
し
く
示
せ
ば
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
が
、
ま
ず
は
こ
れ
だ
け

決
し
て
従
来
い
わ
れ
て
き
た
よ
う
な
「
歴
代
名
画
記
」
か
ら
の
抄
出
で
は
な
い
こ
と
は
、
こ
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『名画猟精録」の性格とその価値（岡村）

象
は
、 こ
れ
に
よ
れ
ば
、

ず、 れ
を
証
し
て
余
り
あ
る
で
あ
ろ
う
。

『
名
画
猟
精
録
』
と
『
歴
代
名
画
記
』
の
両
書
が
、

す
で
に
前
節
で
論
証
し
た
よ
う
に
、
『
名
画
猟
精
録
』
が
『
歴
代
名
画
記
』
か
ら
の
抄
出
で
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、

係
は
、

お
の
ず
か
ら
推
測
が
つ
く
は
ず
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず
『
名
画
猟
精
録
』
が
一
応
ま
と
め
上
げ
ら
れ
、

れ
を
増
補
修
訂
し
て
、
い
わ
ば
最
終
的
な
決
定
版
と
な
っ
た
も
の
が
、
ほ
か
な
ら
ぬ
『
歴
代
名
画
記
』
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
。
こ
う

し
た
両
書
の
前
後
関
係
は
、
次
に
あ
げ
る
よ
う
な
幾
つ
か
の
例
証
に
よ
っ
て
、
こ
れ
を
明
確
に
裏
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

(

1

)

『
名
画
猟
精
録
』
巻
下
所
収
の
「
古
今
秘
画
珍
図
」
篇
と
、
『
歴
代
名
画
記
』
巻
三
所
収
の
「
述
古
之
秘
画
珍
図
」
篇
と
を
比
較
し

た
場
合
、
こ
の
相
似
た
内
容
を
持
つ
両
篇
は
、
い
ず
れ
も
冒
頭
に
「
古
之
秘
画
珍
図
、
多
『
歴
代
名
画
記
』
散
逸
人
間
、
不
得
見
之
。
今
粗

作
「
固
多
」
二
字

」
（
『
名
画
猟
精
録
』
の
文
に
よ
る
）
と
前
置
き
し
て
、
以
下
に
多
数
の
秘
画
珍
図
の
名
を
列
挙
し
て
い
る
が
、
そ

「
其
略
」
、
『
歴
代
名

画
記
』
作
「
領
袖
」

挙
其
略

の
篇
末
に
は
両
書
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
い
う
。

上
六
十
五
図
、
古
之
秘
画
珍
玩
也
。
（
『
名
画
猟
精
録
』
巻
下
）

0
 
0
 
0
 
0
 

右
、
略
挙
其
大
網
。
凡
九
十
有
七
、
尚
未
尽
載
。
（
『
歴
代
名
画
記
』
巻
三
）

て
、
『
歴
代
名
画
記
」
撰
述
の
段
階
に
な
る
と
合
計
九
十
七
図
に
増
加
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

撰
者
知
見
の
主
要
な
秘
画
珍
図
は
、
『
名
画
猟
精
録
』
撰
述
の
時
点
で
は
合
計
六
十
五
図
し
か
な
か
っ
た
の
に
対
し

い
い
か
え
れ
ば
、

『
名
画
猟
精
録
」
所
載
の
秘
画
珍
図
が
、

四

両
者
の
前
後
関

そ
の
内
容
の
上
で
顕
著
な
親
近
性
な
い
し
酷
似
性
を
持
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

そ
れ
以
後
さ
ら
に
こ

こ
の
画
数
の
増
加
現

「
漢
図
」
「
許
氏
相
図
」
の
二
点
を
除
い
て
す
べ
て
『
歴
代
名
画
記
』
所
載
の
画
名
と
合

致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
『
歴
代
名
画
記
』
撰
述
の
段
階
に
な
る
と
、
『
名
画
猟
精
録
』
撰
述
の
時
点
よ
り
も
更
に
大

幅
に
秘
画
珍
図
の
調
査
蒐
集
が
進
捗
し
、
そ
の
た
め
に
画
名
の
増
補
修
訂
が
必
要
に
な
っ
て
き
た
こ
と
を
物
語
る
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
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ま、
,
9
.
 

の
方
に
は
、

ず
、
む
し
ろ
可
能
な
か
ぎ
り
広
く
関
係
文
献
を
渉
猟
し
よ
う
と
す
る
著
者
の
姿
勢
さ
え
濃
厚
に
窺
わ
れ
る
。
今
、
そ
の
事
例
を
―
二
あ
げ

れ
ば
、
ま
ず
宋
の
陸
探
微
に
対
す
る
評
伝
に
お
い
て
、
『
名
画
猟
精
録
』
は
、

陸
探
微
、
呉
人
。
…
…
画
有
六
法
、
自
古
作
者
、
鮮
能
備
之
。
唯
探
微
及
衛
協
、
備
突
。
窮
理
尽
性
、

今
独
立
。
故
標
名
第
一
。
（
巻
上
）

と
い
い
、
た
だ
謝
赫
の
『
古
画
品
録
』
の
文
（
「
画
有
六
法
」
よ
り
「
故
標
名
第
一
」
ま
で
）
だ
け
を
援
用
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
が
、

『
歴
代
名
画
記
』
（
巻
六
）
に
な
る
と
、
単
に
謝
赫
の
画
評
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ら
に
李
嗣
真
の
『
画
後
品
』
や
張
懐
瑠
の
『
画
断
」
の
評

語
を
も
詳
し
く
引
用
し
て
、
そ
の
評
伝
の
完
璧
を
期
し
て
い
る
。
ま
た
、
北
斉
の
田
僧
亮
に
対
す
る
評
伝
に
お
い
て
も
、
『
名
画
猟
精
録
」

田
僧
亮
、
…
…
善
画
。
挺
特
生
知
、
不
由
師
授
。
（
巻
上
）

に
限
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、

こ
れ
に
対
し
て

(

8

)

両
書
撰
述
の
際
に
著
者
が
参
照
し
た
前
代
画
論
を
比
較
し
て
み
る
と
、

こ
の
文
に
よ
れ
ば
、

(

2

)

「
名
画
猟
精
録
』
巻
上
（
「
南
斉
時
」
）
に
収
録
さ
れ
た
「
蓬
道
敏
」

の
ご
と
く
い
う
。

の
条
に
、

そ
の
外
甥
（
妻
の
姉
妹
の
子
）
の
事
を
附
言
し
て
次

0

0

 

蓬
道
敏
、

．．．．．． 
有
外
甥
、
為
僧
。
亦
善
画
、
〔
師
〕
道
敏
之
画
。
有
「
姜
娠
像
」
、
伝
於
代
。

『
名
画
猟
精
録
』
は
、
い
ま
だ
蓬
道
敏
の
外
甥
の
名
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
が
、
『
歴
代
名
画
記
」
巻
七
（
「
南

斉
」
）
に
な
る
と
、
そ
の
人
物
の
名
を
明
確
に
示
す
と
共
に
、
そ
の
評
伝
を
「
蓬
道
敏
」
の
条
か
ら
独
立
さ
せ
て
、

。

。

。

。

有

「

姜

嫁

等

像

」

「

予

章

王

像

」

道
惑

(11道
敏
）
外
甥
沙
門
僧
珍
、
師
道
慾
之
画
。
挑
最
云
「
密
・
豪
之
流
、
与
恵
覚
同
品
。
」
（
自
注
）
「
康
居
人
馬
」
、
伝
於
代
。

と
詳
述
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
僧
珍
に
対
す
る
両
書
の
評
伝
の
精
粗
も
、
や
は
り
『
歴
代
名
画
記
』
が
、
『
名
画
猟
精
録
』
撰
述
の
後
に
、

さ
ら
に
調
査
研
究
を
加
え
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
て
き
た
現
象
と
考
え
ら
れ
る
。

「
歴
代
名
画
記
」

「
名
画
猟
精
録
」
で
は
、

そ
の
所
見
画
論
が
特
定
の
数
種

そ
う
し
た
画
論
の
偏
在
傾
向
が
全
く
認
め
ら
れ

事
絶
言
象
、

一
方

包
前
学
後
、
古
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『名画猟精録』の性格とその価値（岡村）

る。 録
』
な
ど
も
適
宜
に
援
用
し
て
い
る
の
が
認
め
ら
れ
る
。
思
う
に
、

た
だ
上
の
「
十
哲
」
(
+
人
の
す
ぐ
れ
た
門

そ
の
例
文
を
若
千
あ
げ
れ
ば
次
の
ご
と
く
で
あ

い
わ
ば
『
名
画
猟

『
画
拾
遺

『
続
画
品
』
の
二
書
だ
け
に
限
ら
れ
、

ま
た
北
朝
・
隋
・
唐
の
画
工
評
伝
に
あ
っ
て
は
、
僧
彦
粽
の

に
お
け
る
前
代
画
論
の
引
用
は
、

南
朝
梁
代
ま
で
の
画
工
評
伝
に
あ
っ
て
は
、

謝
赫
の
『
古
画
品
録
』

と
挑
最
の

て
お
り
、 、、、

と
し
し

た
だ
僧
彦
椋
の
『
後
画
録
』
の
文
（
「
挺
特
生
知
、
不
由
師
授
」
の
二
旬
）
だ
け
を
援
用
す
る
に
止
ま
っ
て
い
る
が
、

記
』
（
巻
八
）
の
方
は
、

こ
の
彦
粽
の
画
評
に
加
え
て
、

私
の
見
る
と
こ
ろ
、

さ
ら
に
廣
蒙
の
『
画
拾
遺
録
』
や
李
嗣
真
の
『
画
後
品
』
の
評
語
ま
で
も
引
用
し

そ
の
引
証
態
度
は
、
前
者
の
例
の
場
合
と
同
様
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
両
書
に
お
け
る
前
代
画
論
の
援
用
に
は
、

品
』
の
二
書
だ
け
に
止
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

述
の
四
画
論
書
だ
け
で
は
な
く
、

精
録
』
の
増
補
版
と
も
い
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
白
に
物
語
る
例
証
で
あ
る
。

『
後
画
録
』

『
歴
代
名
画

と
李
嗣
真
の
『
画
後

一
方
の
『
歴
代
名
画
記
』
に
お
け
る
前
代
画
論
の
引
用
は
、
た
だ
に
上

さ
ら
に
孫
暢
之
の
『
述
画
記
』
・
斐
孝
源
の
『
公
私
画
録
』
・
張
懐
珊
の
『
画
断
』
．
賓
蒙
の

こ
う
し
た
現
象
も
ま
た
、
『
歴
代
名
画
記
』
が
、

0

0

 

(
4
)

両
書
の
文
章
表
現
を
比
較
し
た
場
合
、
『
名
画
猟
精
録
』
の
文
中
に
用
い
ら
れ
た
当
時
の
俗
語
表
現
が
、
『
歴
代
名
画
記
」
撰
述
の

0

0

 

段
階
で
正
統
な
文
語
表
現
に
書
き
改
め
ら
れ
た
ら
し
い
事
例
を
し
ば
し
ば
見
か
け
る
。

梁
の
張
僧
縣
の
評
伝
に
お
い
て
、
両
書
は
、

と
い
う
。
右
の
両
文
を
比
較
し
た
場
合
、

そ
れ
ぞ
れ

遂
令
僧
蘇
画
「
慮
舎
那
仏
像
」
及
「
仲
尼
十
哲
等
像
」
。
（
『
名
画
猟
精
録
』
巻
上
）

僧
縣
、
画
「
慮
舎
那
仏
像
」
及
「
仲
尼
十
哲
」
。
（
『
歴
代
名
画
記
』
巻
七
）

前
者
に
見
え
る
「
仲
尼
十
哲
等
像
」
の
「
等
」
は
、

人
）
が
複
数
で
あ
る
こ
と
を
示
す
だ
け
の
無
意
味
な
接
尾
詞
で
、
私
の
知
る
か
ぎ
り
、

唐
代
初
期
ご
ろ
か
ら
文
献
に
見
え
は
じ
め
る
当
時

の
俗
語
で
あ
る
（
拙
稿
「
細
川
家
永
青
文
庫
蔵
『
敦
煙
本
文
選
注
』
に
つ
い
て
」
ー
『
集
刊
東
洋
学
』
第
十
四
号
十
六
頁
を
参
照
）
。
と
こ
ろ
が
、
後
者

明
ら
か
に
広
狭
の
差
が
認
め
ら
れ
る
。

総
じ
て
い
え
ば
、
『
名
画
猟
精
録
』
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簡
潔
な
文
語
表
現
に
書
き
か
え
ら
れ
て
い
る
。

看
」
（
見
詰
め
る
）

・
「
必
須
」
（
か
な
ら
ず
）
と
い
う
俗
語
の
助
字
は
、

『
歴
代
名
画
記
』
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
「
亦
」
・
「
観
」
・
「
必
」
と
い
う

゜
う‘
 

と
し

で
は
、

そ
の
俗
語
が
除
去
さ
れ
て
純
然
た
る
文
語
表
現
に
整
え
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
唐
の
王
宰
の
評
伝
に
お
い
て
、
両
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ

王
宰
、
西
蜀
人
也
。
多
画
蜀
間
山
川
。
（
『
名
画
猟
精
録
』
巻
中
）

王
宰
、
蜀
中
人
。
多
画
蜀
山
。
（
『
歴
代
名
画
記
」
巻
十
）

。

と
い
う
。
こ
の
場
合
も
、
前
者
に
お
け
る
「
蜀
間
」
の
「
間
」
は
、
文
語
で
い
え
ば
「
中
」
に
該
当
す
る
当
時
の
俗
語
で
あ
る
が
、

を
後
者
で
は
消
去
し
て
し
ま
っ
て
、
全
句
が
完
全
な
文
語
表
現
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
ま
た
、
画
論
の
「
論
鑑
識
収
蔵
購
求
閲
玩
」
篤
に
お
い
て
、
両
書
は
、
そ
れ
ぞ
れ

0

0

 

切
是
故
、
非
其
人
、
雖
近
代
亦
朽
壼
。
得
其
地
、
則
遠
古
猶
自
完
全
。
（
『
名
画
猟
精
録
』
巻
下
）

゜

是
故
、
非
其
人
、
雖
近
代
亦
朽
壼
。
得
其
地
、
則
遠
古
亦
完
全
。
（
『
歴
代
名
画
記
』
巻
二
）

回
近
火
煽
、
不
可
銭
看
。
（
『
名
画
猟
精
録
』
巻
下
）

近
火
燭
、
不
可
観
書
両
。
（
『
歴
代
名
画
記
」
巻
―
-
）

0

0

マ
マ

い
毎
獲
一
巻
、
遇
一
幅
、
必
須
孜
孜
修
聟
綴
、
党
日
宝
玩
。
（
『
名
画
猟
精
録
』
巻
下
）

毎
獲
一
巻
、
遇
一
幅
、
必
孜
孜
葺
綴
、
平
児
日
宝
玩
。
（
『
歴
代
名
画
記
』
巻
二
）

そ
れ

こ
れ
ら
三
対
の
例
文
に
つ
い
て
両
書
の
表
現
を
比
較
し
た
場
合
、
『
名
画
猟
精
録
』
に
用
い
ら
れ
た
「
猶
自
」
（
や
は
り
）
・
「
観

思
う
に
、
『
名
画
猟
精
録
」
に
せ
よ
、
『
歴
代
名
画
記
」
に
せ
よ
、
い
ず
れ
も
原
則
的
に
は
絣
文
的
表
現
を
志
向
し
て
い
る
ら
し
い
両
書

の
場
合
、
右
に
あ
げ
た
諸
例
の
よ
う
に
、
『
名
画
猟
精
録
』
の
俗
語
表
現
が
、
『
歴
代
名
画
品
』
に
お
い
て
正
統
な
文
語
表
視
に
書
き
改
め

ら
れ
る
こ
と
は
、
文
体
の
上
か
ら
兄
て
極
め
て
当
然
か
つ
自
然
な
作
文
的
配
応
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

そ
の
反
対
に
、
従
来

（文172)BB& 
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『名画猟精録』の性格とその価値（岡村）

は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。

の
通
説
の
ご
と
く
『
名
画
猟
精
録
』
を
『
歴
代
名
画
記
』
以
後
の
著
作
と
仮
定
し
、
『
歴
代
名
画
記
』
の
文
語
表
現
が
、
『
名
画
猟
精
録
』

に
至
っ
て
敢
え
て
俗
語
表
現
に
改
作
さ
れ
た
と
考
え
る
な
ら
ば
、

そ
の
よ
う
な
考
え
方
は
、
両
書
が
建
て
前
と
す
る
絣
文
的
表
現
か
ら
見

幾
つ
か
の
例
文
を
あ
げ
つ
つ
論
証
し
て
き
た
よ
う
に
、
『
名
画
猟
精
録
』
は
、

従
来
の
通
説
の
ご
と
く
『
歴
代
名
画
記
』
か
ら

い
い
加
減
に
抄
出
さ
れ
た
略
本
で
は
決
し
て
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
っ
て
、
む
し
ろ
反
対
に
、
ま
ず
『
名
画
猟
精
録
』
が
撰
述
さ
れ
、
後
日

そ
れ
を
増
補
修
訂
し
て
『
歴
代
名
画
記
』
を
完
成
し
た
、
と
見
る
の
が
至
当
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
遠
く
は
北
宋
の

郭
若
虚
が
、
撰
者
を
「
亡
名
氏
」
と
し
な
が
ら
も
、
一
応
『
名
画
猟
精
録
』
を
『
歴
代
名
画
記
』
よ
り
以
前
の
撰
述
と
見
な
し
（
『
図
画
見

聞
志
』
巻
一
）
、
近
く
は
清
の
周
中
学
が
『
名
画
猟
精
録
』
を
『
歴
代
名
画
記
』
の

八
）
、
こ
の
点
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
ま
ず
は
妥
当
な
見
解
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

い
っ
た
い
ど
う
い
う
理
由
に
よ
る
の

そ
れ
に
つ
け
て
も
、
北
宋
の
郭
若
虚
が
『
名
画
猟
精
録
』
の
撰
者
を
「
亡
名
氏
」
と
し
た
の
は
、

で
あ
ろ
う
か
。
彼
が
い
う
『
名
画
猟
精
録
』
と
異
公
武
が
い
う
『
名
画
猟
精
」
と
は
、
そ
の
書
名
の
近
似
性
な
い
し
特
異
性
か
ら
推
し

(

1

)

 

て
、
恐
ら
く
同
一
の
書
物
を
指
し
て
い
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
が
、
そ
の
よ
う
に
推
定
し
た
場
合
、
郭
若
虚
の
か
か
る
漠
然
た
る
撰
者
の

示
し
方
は
、

た
し
か
に
わ
れ
わ
れ
に
奇
異
な
感
じ
を
与
え
る
。
思
う
に
、
『
名
画
猟
精
録
』
の
性
格
が
、
前
述
の
ご
と
く
『
歴
代
名
画
記
』

の
草
稿
的
な
も
の
で
あ
り
、
不
充
分
な
内
容
に
留
ま
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
最
初
、
撰
者
の
張
彦
遠
は
、
以
後
の
増
補
修
訂

を
予
定
し
て
、

こ
の
書
を
無
署
名
の
ま
ま
に
し
て
お
い
た
と
こ
ろ
、
郭
若
虚
が
、

以
上
、

て
、
恐
ら
く
暴
論
の
そ
し
り
を
免
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
を
そ
の
ま
ま
『
因
画
見
聞
志
』
に
転
記
し
た
の
で

そ
し
て
一
方
、
南
宋
の
見
公
武
が
、
始
め
て
『
名
画
猟
精
』
の
撰
者
を
張
彦
遠
と
明
記
し
た
の
は
、
す
で
に
そ
の
こ
ろ
に
な
る
と
、

う
し
た
撰
者
名
の
入
っ
た
一
本
が
出
現
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
し
、
あ
る
い
は
昆
公
武
自
身
が
本
書
の
内
容
を
精
査
し
た
結
果
、
『
歴

0

0

 

代
名
画
記
』
の
文
章
と
重
複
合
致
す
る
と
こ
ろ
が
大
半
を
占
め
て
い
る
こ
と
や
、
「
論
画
六
法
」
篇
（
巻
下
）
に
「
彦
遠
試
論
之
日
」
と
い

「
初
稿
」

そ

と
推
定
し
た
こ
と
は
（
『
鄭
堂
読
書
記
』
巻
四
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っ
て
明
確
に
張
彦
遠
自
身
の
名
を
出
し
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
本
書
の
撰
者
を
張
彦
遠
と
認
定
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ

よ
、
『
名
画
猟
精
録
」
の
撰
者
は
、

て
、
異
公
武
は
、

の
手
に
な
る
、

も
っ
と
も
、

以
上
の
論
証
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、

五

『
名
両
猟
精
録
』
と
「
歴
代
名
圃
記
』
と
は
、

従
来
の
通
説
と
は
反
対
に
、
同
じ
く
張
彦
遠

郭
若
虚
の
い
う
よ
う
な
「
亡
名
氏
」
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
っ

(

2

)

 

そ
う
し
た
郭
若
虚
の
欠
漏
を
よ
く
補
っ
た
も
の
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

い
わ
ば
未
定
稿
と
決
定
稿
と
の
関
係
に
あ
っ
た
も
の
と
判
断
し
て
よ
い
。
だ
と
す
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
、
改
め
て
『
名
画

猟
精
録
』
の
価
値
を
見
直
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
『
名
画
猟
精
録
』
は
、
草
稿
的
な
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
た
め
か
、

よ
う
に
見
う
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
、

慮
鴻
、
乃
高
尚
之
士
也
。
善
画
山
水
樹
石
林
木
。
隠
於
嵩
山
。
開
元
初
、
徴
拝
諫
議
大
夫
、
不
起
。
（
巻
中
）

鄭
虔
、
乃
高
尚
士
也
。
蘇
許
公
為
宰
相
、
申
以
忘
年
之
交
、
薦
為
著
作
郎
。
尤
工
山
水
、
玄
宗
皇
帝
甚
菫
之
。
（
巻
中
）

゜

戴
繹
、
乃
嵩
之
弟
也
。
亦
善
両
水
牛
、
頗
有
兄
風
。
（
巻
中
）

李
仲
和
、
乃
漸
之
子
也
。
能
継
其
芸
、
而
筆
力
終
不
及
其
父
也
。
（
巻
中
）

の
諸
文
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
承
前
の
助
字
「
乃
」
（
や
は
り
）
の
頻
用
は
、

っ
た
ら
し
い
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
し
、
ま
た
前
述
の
ご
と
く
、
し
ば
し
ば
俗
語
表
現
が
混
入
し
て
き
た
り
、
前
代
画
論
の
引
用
が
特
定

の
典
籍
に
片
寄
っ
て
い
た
り
す
る
現
象
な
ど
も
、

る
。
の
み
な
ら
ず
、

し
か
し
な
が
ら
、

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

や
は
り
こ
の
書
が
、

こ
の
書
が
、

元
来
か
な
り
倉
卒
の
間
に
撰
述
さ
れ
た
も
の
の

あ
る
程
度
一
気
呵
成
に
書
き
継
が
れ
た
も
の
で
あ

さ
ほ
ど
に
念
を
入
れ
た
著
述
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い

こ
の
書
の
現
存
本
に
は
、
伝
写
の
過
程
で
生
じ
た
誤
脱
や
術
文
が
相
当
に
数
多
く
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
『
名
画
猟
精
録
』
は
、

上
述
の
ご
と
き
諸
例
証
か
ら
見
て
も

そ
う
し
た
欠
陥
を
補
っ
て
余
り
あ
る
ほ
ど
、
実
に
多
く
の
甜
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『名画猟精録』の性格とその価値（岡村）

記
』
の
文
は
、

目
す
べ
き
貴
重
な
示
唆
を
わ
れ
わ
れ
に
与
え
る
も
の
で
あ
る
。
今
、

文
を
あ
げ
な
が
ら
紹
介
を
試
み
て
み
よ
う
と
思
う
。

ま
ず
、

そ
の
―
つ
は
、
『
名
画
猟
精
録
』
に
よ
っ
て
、
『
歴
代
名
画
記
』
現
行
本
の
脱
誤
を
補
正
す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
そ

0

0

 

0
 
0
 

(

1

)

王
灌
、
字
仲
祖
。
晋
陵
人
。
放
誕
不
覇
、
丹
青
甚
妙
。
自
云
「
我
、
嗜
酒
好
肉
。
但
人
有
好
酒
美
肉
精
絹
、

上
「
晋
時
」
）

五
一
）
に
引
く
『
歴
代
名
画
記
』
で
は
、

覧
』
引
文
の
「
書
」
字
は
、

二
字
に
作
っ
て
『
名
画
猟
精
録
』
の
文
に
近
似
し
て
い
る
。

こ
の
前
後
の
文
脈
か
ら
考
え
る
と
明
ら
か
に
術
文
で
あ
る
か
ら
、
『
名
画
猟
精
録
』
の
方
が
よ
り
正
確
で

あ
り
、
恐
ら
く
『
歴
代
名
画
記
』
の
原
形
を
伝
え
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

(

4

)

輝
絞
、
善
画
人
物
、
有
態
度
、
衣
裳
潤
媚
。
有
『
武
恵
妃
舞
旋
図
』
『
佳
麗
寒
食
図
』
『
妓
楽
図
』
、

『
太
平
御

の
「
嗜
酒
好
肉
」
を
承
け
た
表
現
で
あ
り
、

の
事
例
を
若
干
あ
げ
れ
ば
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

思
う
に
、

そ
の
中
で
も
私
が
特
に
重
要
と
考
え
る
事
項
に
つ
い
て
、
幾
つ
か
例

こ
の
文
中
に
見
え
る
「
好
酒
美
肉
」
の
四
字
、
『
歴
代
名
画
記
』
（
巻
五
）
は
「
飲
食
美
酒
」
に
作
る
。

我
何
不
可
也
。
」
（
巻

こ
の
四
字
は
、
上
文

ま
た
下
文
の
「
精
絹
」
と
並
列
す
る
表
現
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
考
え
れ
ば
、

明
ら
か
に
『
名
画
猟
精
録
』
の
文
の
前
後
相
応
じ
た
斉
整
さ
に
及
ば
な
い
。

態
を
推
定
せ
し
め
る
一
例
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

(
2
)

陶
景
真
、
有
『
孔
雀
図
』
『
鵬
鵡
図
』
『
虎
豹
図
』
、
伝
於
代
。
（
巻
上
「
南
斉
時
」
）

『
歴
代
名
画

恐
ら
く
、
『
歴
代
名
画
記
』
の
本
来
の
形

『
歴
代
名
画
記
』
（
巻
七
）
は
、
「
孔
雀
」
の
下
の
「
図
」
字
を
脱
し
て
「
孔
雀
・
鶏
鵡
図
」
に
作
る
。
こ
れ
も
ま
た
、
『
名
画
猟
精
録
』

の
方
が
恐
ら
く
正
し
い
姿
を
伝
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
。

(
3
)

陶
弘
景
、
字
通
明
。
丹
陽
株
陵
人
。
年
十
歳
、
読
葛
洪
『
神
仙
伝
』
、
便
有
養
生
之
志
。
（
巻
上
「
梁
時
」
）

こ
の
文
中
の
「
読
」
字
（
音
d
u
k
)、『
歴
代
名
画
記
』
現
行
本
（
巻
七
）
は
「
得
」
（
音
t
~
k
)に
作
る
。

「
読
書
」

こ
の
字
を

ち
な
み
に
、
『
太
平
御
覧
』
（
巻
七

伝
於
代
。
（
巻
中
「
唐
時
」
）
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で
あ
る
。

『
歴
代
名
画
記
』
（
巻
九
）
に
は
「
旋
」
字
が
な
い
。
宜
し
く
『
名
画
猟
精
録
』
に
よ
っ
て
補
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

(
5
)
観
夫
陰
陽
陶
蒸
、
万
類
錯
布
、
玄
化
無
言
、
神
功
独
運
。
草
木
敷
栄
、
不
得
丹
青
之
彩
色
、
雲
雪
瓢
揚
、
不
得
粉
鉛
之
華
麗
。
山

不
待
空
青
而
翠
、
鳳
不
得
五
色
而
粋
゜

（
巻
下
「
論
画
体
工
用
」
）

前
者
に
お
い
て
は
、
「
草
木
敷
栄
、
不
待
丹

今
、
試
み
に
『
歴
代
名
画
記
』
（
巻
二
）
の
当
該
部
分
を
示
せ
ば
次
の
よ
う
な
文
章
に
な
っ
て
い
る
。

0

0

 

0
 
0
 
0
 
0
 

夫
陰
陽
陶
蒸
、
万
象
錯
布
、
玄
化
亡
言
、
神
功
独
運
。
草
木
敷
栄
、
不
待
丹
緑
之
采
、
雲
雪
瓢
殿
、
不
待
鉛
粉
而
白
。
山
不
待
空
青

而
翠
、
鳳
不
待
五
色
而
締
。

こ
の
両
文
を
比
較
し
た
場
合
、
た
し
か
に
前
者
に
は
、
「
待
」
を
「
得
」
と
誤
っ
た
り
、
「
鉛
粉
」
を
「
粉
鉛
」
と
誤
倒
し
た
り
、
「
締
」

を
「
粋
」
に
誤
っ
た
り
し
た
よ
う
な
、
多
く
の
誤
写
が
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、

文
的
表
現
を
強
く
志
向
し
て
い
る
こ
の
文
章
に
お
い
て
、

こ
こ
で
私
が
注
目
し
た
い
の
は
、
明
ら
か
に
絣

い
っ
た
い
両
者
の
い
ず
れ
が
、
よ
り
餅
文
的
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
判

定
は
、
誰
の
目
に
も
明
ら
か
な
よ
う
に
前
者
に
軍
配
が
あ
が
る
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、

青
之
彩
色
」
二
旬
と
「
雲
雪
瓢
揚
、
不
待
鉛
粉
之
華
麗
」
二
旬
が
完
全
な
対
偶
を
形
成
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後
者
の
方
で
は
、

こ
の

部
分
の
対
偶
構
成
が
「
不
待
鉛
粉
而
白
」
の
一
句
に
よ
っ
て
崩
さ
れ
、
し
か
も
こ
の
一
句
は
、
上
文
の
対
応
句
「
不
待
丹
緑
之
采
」
と
対

偶
し
な
い
で
、
か
え
っ
て
乱
暴
に
も
下
文
の
二
句
「
山
不
待
空
青
而
翠
、
鳳
不
待
五
色
而
締
」
と
表
現
形
式
を
同
調
さ
せ
て
い
る
か
ら
で

あ
る
。
と
に
か
く
、
『
名
画
猟
精
録
』
の
こ
の
よ
う
な
整
斉
た
る
対
偶
表
現
か
ら
類
推
す
る
と
、
『
歴
代
名
画
記
』
の
こ
の
部
分
は
、
元
来

は
「
草
木
敷
栄
、
不
待
丹
疎
之
采
、
雲
雪
瓢
農
、
不
待
鉛
紛
之
白
」
に
作
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
定
す
る
こ
と
も
十
分
に
可
能

つ
い
で
、
『
名
画
猟
精
録
』
が
持
つ
価
値
の
二
つ
目
は
、
前
述
の
価
値
に
も
ま
し
て
重
要
な
こ
と
だ
が
、
『
名
画
猟
精
録
』
が
、
同
じ
く

張
彦
遠
の
手
に
成
る
『
歴
代
名
画
記
」
の
草
稿
的
著
述
で
あ
っ
た
と
す
る
な
ら
ば
、

こ
の
両
書
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
少
な
く
と

も
唐
代
末
期
の
知
識
人
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
自
分
の
草
稿
を
添
削
し
つ
つ
文
章
を
作
り
上
げ
て
い
っ
た
か
、
と
い
う
創
作
過
程
の
秘
密
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『名画猟精録』の性格とその価値（岡村）

『
名
画
猟
精
録
』
と
『
歴
代
名
画
記
』
と
の
間
に
お
け
る
そ
う
し
た
文
章
添
削
の
事
例
は
、
す
で
に
私
が
言
及
し
た
俗
語
表
現
の
文
語

化
に
も
明
瞭
に
認
め
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
そ
の
他
の
事
例
を
若
干
あ
げ
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

0

0

 

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

(
1
)

劉
殺
鬼
、
曽
画
二
雀
闘
於
殿
壁
間
。
帝
見
之
、
以
為
生
、
払
之
方
覚
。
（
巻
上
「
北
斉
時
」
）

思
う
に
、

こ
の
文
章
に
見
え
る
「
画
二
雀
闘
於
殿
壁
間
」
と
い
う
表
現
は
、

意
味
も
、
二
雀
が
宮
殿
の
壁
間
で
闘
っ
て
い
る
姿
を
描
い
た
の
か
、
二
雀
が
闘
っ
て
い
る
姿
を
宮
殿
の
壁
間
に
描
い
た
の
か
、
匝
ち
に

は
判
断
が
つ
き
に
く
い
。
そ
れ
で
『
歴
代
名
画
記
』
（
巻
八
）
で
は
、

す
る
と
共
に
、

そ
の
意
味
を
も
明
確
化
す
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

(

2

)

閻
立
本
、
…
…
戒
其
子
日
「
好
読
書
属
詞
、
今
独
以
丹
青
見
知
。
朗
斯
役
之
徒
、
辱
莫
大
焉
。
爾
宜
深
戒
、

也
。
」
及
為
与
左
相
姜
格
、
対
掌
枢
務
。
時
格
曽
立
辺
功
、
立
本
善
於
丹
青
之
妙
。
…
…
（
巻
中
「
唐
時
」
）

こ
の
文
章
は
、
恐
ら
く
多
少
の
脱
文
を
含
む
で
あ
ろ
う
が
、

そ
れ
は
と
も
か
く
と
し
て
、
す
で
に
「
勿
習
此
芸
」
と
い
い
な
が
ら
、
さ

0

0

 

0
 
0
 

ら
に
「
不
可
為
也
」
の
一
句
を
重
ね
た
禁
止
表
現
は
、
全
く
不
必
要
な
蛇
足
で
あ
る
し
、
ま
た
下
文
の
「
善
於
丹
青
之
妙
」
と
い
う
表

現
も
、
意
味
が
重
複
し
て
い
て
却
っ
て
わ
か
り
に
く
い
。
従
っ
て
『
歴
代
名
画
記
』
（
巻
九
）
で
は
、
こ
の
「
不
可
為
也
」
一
句
を
削
除

し
、
「
善
於
丹
青
之
妙
」
を
「
唯
善
丹
青
」
と
改
め
て
、
非
常
に
簡
潔
で
わ
か
り
や
す
い
文
章
に
し
て
い
る
。

0

0

0

 

(
3
)

張
孝
師
、
…
…
善
画
地
獄
、
気
候
幽
賠
。
孝
師
曽
死
復
蘇
、
具
見
冥
中
事
跡
。
故
備
細
尽
得
之
也
。
（
巻
中
「
暦
時
」
）

こ
の
文
章
に
見
え
る
「
備
細
尽
」
（
つ
ぶ
さ
に
、
細
か
く
、
こ
と
ご
と
く
）
と
い
う
表
現
は
、

0
 
0
 
0
 

こ
の
「
備
細
尽
得
之
」
と
い
う
素
人
く
さ
い
表
現
を
改
め
て
、
簡
潔
に

い
て
甚
だ
く
ど
い
。
そ
れ
で
『
歴
代
名
画
記
』
（
巻
九
）
で
は
、

゜
「
備
得
之
」
と
作
っ
て
い
る
。

(
4
)

李
林
甫
、
思
誨
之
子
也
。
亦
善
画
、

を
か
な
り
明
確
に
探
る
こ
と
が
可
能
な
こ
と
で
あ
る
。

前
条
の
例
文
と
同
様
に
、

意
味
が
重
複
し
て

た
だ
に
そ
の
表
現
が
冗
漫
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、

こ
の
句
を
「
画
闘
雀
於
壁
間
」
と
改
め
て
、

そ
の
表
現
を
簡
潔
化

勿
習
此
芸
、

0

0

0

 

不
可
為

そ
の

0

0

0

 

工
山
水
。
高
稽
事
与
林
甫
詩
日
「
興
中
唯
白
雲
、
身
外
即
丹
青
」
之
旬
也
。
（
巻
中
「
唐
時
」
）

891 (文177)



〔
附
記
〕

最
後
の
「
之
旬
也
」
三
字
は
全
く
不
要
の
文
字
で
あ
る
。
倉
卒
の
間
に
こ
の
評
伝
を
書
い
た
た
め
に
、
文
脈
を
取
り
違
え
て
し
ま
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
『
歴
代
名
画
記
』
（
巻
九
）
で
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
こ
の
一
二
字
を
削
去
し
て
い
る
。

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 

(
5
)
朱
抱
一
、
…
…
善
能
写
貌
、
有
「
張
果
先
生
之
真
」
、
好
事
者
共
所
伝
之
。
（
巻
中
「
唐
時
」
）

結
び
の
「
好
事
者
共
所
伝
之
」
と
い
う
一
句
は
、
い
か
に
も
稲
拙
で
、
か
つ
口
語
的
な
表
現
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
正
常
な
文
章
に
し
よ

少
な
く
と
も
「
所
」
字
か
「
之
」
字
か
の
い
ず
れ
か
に
工
夫
を
加
う
べ
き
で
あ
る
。
『
歴
代
名
画
記
』
（
巻
九
）
は
、

れ
を
「
為
好
事
所
伝
」
に
作
り
、
無
駄
が
な
く
誤
解
も
さ
れ
な
い
立
派
な
表
現
に
改
め
て
い
る
。

以
上
の
ご
と
き
は
、
撰
者
が
『
名
回
狐
精
録
』
に
加
筆
し
た
こ
と
が
明
瞭
に
わ
か
る
事
例
の
若
干
を
あ
け
た
に
迅
ぎ
な
い
が
、

け
に
よ
っ
て
も
、
『
歴
代
名
画
記
』
の
文
章
が
最
終
的
に
定
羞
す
る
ま
で
の
添
削
過
程
は
、

が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
、
広
く
中
国
の
文
章
史
の
上
か
ら
い
え
ば
、

た
意
味
で
、

こ
れ
だ

あ
る
程
度
こ
れ
を
客
観
的
に
把
握
す
る
こ
と

こ
の
よ
う
に
、

―
つ
の
著
述
に
つ
い
て
、

そ
の
未
定
稿
と

決
定
稿
と
が
共
に
現
在
ま
で
伝
存
し
て
き
た
と
い
う
事
例
は
、
中
国
の
古
典
に
あ
っ
て
は
極
め
て
稀
有
に
属
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
う
し

こ
の
『
名
画
猟
精
縁
』
は
、
厨
代
の
一
般
知
識
人
が
持
ち
合
わ
せ
て
い
た
生
地
の
文
章
力
を
推
測
す
る
上
で
も
、
ま
た
当
時

に
お
け
る
文
章
制
作
の
過
程
を
考
察
す
る
上
で
も
、
ま
こ
と
に
掛
け
替
え
の
な
い
貴
笙
な
文
献
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

註

(
1
)

南
宋
の
尤
変
(
-
―
二
七
ー
―
一
九
四
）
編
『
遂
初
堂
害
目
』
子
部
（
雑
芸
類
）
に
は
、
『
歴
代
名
画
記
』
と
共
に
「
名
画
猟
精
録
」
を
あ
げ
て

お
り
、
同
じ
く
南
宋
の
『
秘
晉
省
続
編
到
四
庫
闘
書
目
』
子
類
（
芸
術
）
に
も
『
名
画
猟
精
録
』
二
巻
が
見
え
る
。

(
2
)
南
宋
の
鄭
樵
(
―

1
0
四
ー
一
―
六
二
）
撰
『
通
志
』
芸
文
略
（
芸
術
類
）
は
、
『
歴
代
名
画
記
』
十
巻
な
ら
び
に
『
名
圃
猟
精
録
』

げ
、
両
古
い
ず
れ
も
「
張
彦
遠
授
」
と
明
記
し
て
い
る
。

こ
の
論
文
は
、

う
と
す
れ
ば

（
一
九
七
四
・
九
・
ニ
五
）

昭
和
四
八
•
四
九
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
（
総
合
研
究
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

二
巻
を
あ こ
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